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信州学「信州の蚕糸業とシルクロード」講座 

岡谷・諏訪はなぜ製糸日本一になったのか 

                      

平成 28 年 10 月 11 日(火) 19:00～21:00 

まちなかキャンパスうえだ（上田市中央 2-5-10） 

 

岡谷蚕糸博物館 ―シルクファクトおかや― 

館長 髙 林 千 幸 

はじめに 

明治・大正・昭和初期を通じ、日本が世界一の生糸輸出国となる中で、岡谷は明治初期

よりわが国の生糸の一大生産地として発展し、国内では「糸都岡谷」、外国からは”Silk 

Okaya”と呼ばれた。生糸は外貨を得てわが国の国力を高め、近代化を築く重要な役目を担

った。横浜開港後、150 年以上経た今日に至るまで、生糸生産にはじまる「ものづくり」

精神は、岡谷・諏訪において新しい産業発展への礎となった。 

明治初期、岡谷で生まれた諏訪式繰糸法が県内外へ普及し、全国に展開した。諏訪式繰

糸機の発現は、生糸の大量生産を可能とし、日本を世界一の生糸輸出国に牽引した。それ

は、わが国の産業革命の基を成したといっても過言ではない。 

そして、明治後期には諏訪式繰糸法の概念を 180度転換させた多条繰糸機が開発された。

その生糸は諏訪式繰糸法に比べ品質が高かったため、絹靴下用高級生糸として、米国への

生糸輸出に更に拍車がかかり、わが国の近代化の立役者となった。多条繰糸機の発明は、

繰糸機の技術革命といってよい。大正時代には、繭品種の改良研究が行われ、質量ともに

世界一の生糸生産国となった。そして、昭和 30 年代になって自動繰糸機が開発・普及す

ることによって、生糸生産量及び糸質の飛躍的な向上が図られたのである。繰糸機の技術

革新であった。 

こうした時代の節目、節目に、岡谷・諏訪人の発想力・技術力が産業を大きく変革して

きたのである本日は、諏訪地方の製糸業の起源にはじまり、製糸日本一になった経緯を辿

ってみたい。 

 

2. なぜ「蚕糸王国長野県」なのか 

1) 蚕種業の発展 
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2) 養蚕業の発展 

 

 

 

3) 製糸業の発展 

 

 

 

2. 岡谷に出現した大製糸工業地帯 

諏訪湖に囲まれたこの地方は、八ヶ岳を望む風光明媚な土地である。しかし、冬季は高

地であるがゆえに寒冷で、しかもその期間が長く、一年のうち５ヶ月間は野外の農耕作業

ができなかった。そのため、農民の生活ははなはだ厳しく、江戸中期以降農閑余業として、

養蚕や綿打、手紡糸、手挽き、諏訪小倉や諏訪平織りなどが行われてきた。 

1)牛首・上州式座繰り器 

江戸時代中期の生糸づくりは、「牛首」という手挽きで行われていた。文化年間（1804

～1818）になると、上州地方で、歯車を組み合わせ繰枠の回転を速め左手で取手を回すと

小枠が約 5 回転するという「上州式座繰り器」が開発され、繰糸能率が向上した。岡谷地

方では、横浜開港（安政 6 年・1859）後、上州式座繰り器をいち早く取り入れた。 
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    牛首            上州式座繰り器 

 

2)イタリア式・フランス式繰糸法の導入と諏訪式繰糸機の開発  

明治 3 年（1870）6 月、前橋藩士の速水堅曹らが中心となり、スイス人のミューラーを

招いてイタリア式による藩営の前橋製糸所をつくった。そして、同年 10 月には、三井と並

ぶ豪商小野組の小野善助が東京築地入船町に 6 人繰り 10 台（繰糸者 60 人、煮繭者 30 人計

90 人）のイタリア式繰糸機による小野組築地製糸場を創業した。 

 明治政府はフランス人技師ブリュナを雇い入れ、フランスで日本に合う繰糸機を製作し

て輸入し、明治 5 年（1872）10 月にフランス式繰糸機 300 釜を要する官営富岡製糸場をつ

くった。これを見た武居代次郎は、フランス式の再繰式、煮繰兼業式とイタリアのケンネ

ル式を取り入れた「諏訪式繰糸機」を開発した。 
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この諏訪式繰糸機は、はじめは 2 条繰りで、その後条数を増やし全国へ普及するのであ

った。4 条繰りまでは煮繰兼業方式であったが、5 条繰りからは煮繰分業方式となった。煮

繭は鍋煮繭により専門の煮繭工が行い、配繭工がその繭を各繰糸釜へ配るという方法とし

た。繰糸者は煮繭をする必要がなくなったので、繰糸に専念することができた。こうして、

繰糸条数を増やし煮繰分業方式とすることにより、繰糸能率と生糸品質が向上した。 

3) 岡谷での製糸業の発展 

諏訪湖へは何本もの河川が流入している。中山社はその河川水を煮繭・繰糸に使い、水

車によって小枠を回した。はじめは河川のある中山間地帯に製糸業が興り、その後大量の

水と水力が得られる諏訪湖から流出する天竜川沿いに製糸工場が出現する。 

天竜川沿いに生家のあった諏訪郡川岸村（現岡谷市）の片倉市助(1825-1891)は、明治 6

年（1873）に 10 人繰りの座繰りを自宅の軒先で始めた。明治 10 年（1877）には、矢島惣

右衛門が中心となって、岡谷で最初の結社「皇運社」を設立した。こうして岡谷地方には、

確栄社、協力社、改良社、進行社などの結社が形成されていった。 

明治 10 年(1887)、片倉市助の長男の初代片倉兼太郎は、川岸村の天竜川畔に諏訪式繰糸

機による 32 釜の垣外製糸場を開場した。そして、明治 12,13 年の時点で、岡谷での生糸生

産高は全国の 14～16%を占めるに至った。更に、明治 17 年(1884)に片倉兼太郎、林倉太郎、

尾沢金左衛門が結社「開明社」を創設し、生糸出荷額は日本一となった。 

明治 20 年代には、諏訪地方で生産された生糸は、「信州上一番格」という格付けがされ

るようになる。これは糸歩中心の効率を重視した中級品で、「普通糸」として日本の生糸格

付けの基準規格となった。こうして岡谷には、生糸の一大生産地帯が形成されていった 

 

 

天竜川に掛けられた動力水車       天竜川沿いの製糸工場群   

  

明治 30 年(1897)には、日本生糸の輸出量は、欧州一の蚕糸国イタリアを超え、世界一

の生糸生産国となり、明治 42 年(1909)には、わが国は中国を抜き世界一の生糸輸出国の座

を手中に収めることとなる。その時の生糸生産量は、18.1 万俵で、その内の輸出量は 13.5

万俵であった。さらに大正期になると、日本の輸出生糸は、世界の生産量の過半数を超え、

また世界の生糸消費量の約 1/3 を占めるに至った。 

大正 14 年(1925)の全国 3,600 余りの工場（10 釜以上）の中から、輸出生糸を出荷した

上位 10 社を選び出してみると、岡谷の製糸工場が 5 社を占めている。1 位が片倉製糸紡績

株式会社、2 位が山十組、4 位が小口組、8 位が岡谷製糸、10 位が山一林組であった。実に、

この 5 社だけで日本全体の約 23％の生糸を出荷していたのである。さらに岡谷出身の製糸

家によって生産された輸出生糸は、最盛期には日本全体の約 35%（大正 13 年）を占めるな
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ど、岡谷の製糸家は日本の生糸輸出を牽引していた。わが国の製糸業発展ののろしは、平

野村（岡谷）で上がったのである。 

 

3.なぜ「製糸王国岡谷」になったのか 
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まとめ 

全国へ展開した諏訪式繰糸機の開発は、平野村（現岡谷市）の武居代次郎によってなさ

れた。そして、質量ともに飛躍的に向上した一代交配蚕種の開発、多条繰糸機・自動繰糸

機の開発及び実用化には、岡谷人がかかわってきた。 

「なぜ岡谷にあのような世界一の製糸業地帯が出現したのか?」と良く聞かれる。 

それは、上記したように、製糸に使う水が諏訪湖・天竜川をはじめとして豊富にあった

こと、繭保存に適する乾燥気候だったこと、原料の繭を近隣から得易かったこと、燃料で

ある薪や亜炭などが得られたこと、繰糸機など技術開発者がいたこと、優れた経営者がい

たこと、工女さんお労働力が得られたこと、繭商人、生糸商人や金融関係、運送業の支え

があったこと、生糸は目方に対する付加価値が非常に高いため、横浜へ運搬しても採算が

十分に取れたこと等々の理由が考えられる。それら一つが欠けても、「糸都岡谷」は出現し

なかった。 

なかでも 10～15 ミクロンという繊細な繭糸を継ぎ足し、40～50 ミクロンという生糸を

生産する根気のいる仕事を延々と続けてきた大勢の工女さんなくしては、岡谷の製糸は語

れない。 

戦前、製糸業の発展とともに、製糸機械メーカー、機械に取り付けるバルブ産業や計器

産業も発展した。戦後、岡谷では精密加工業が盛んになるが、それもまた偶然ではない。

戦中、軍需産業を始めとして疎開してきた工場が非常に多かったが、製糸産業という基盤

がなかったとしたら、だれがこの寒村に目を向けたであろうか。ミクロン単位の太さの繭

糸を絶え間なく繰り続ける「精密加工業」としての「製糸業の技術」があったからこそ、

その後の業務転換がスムースに行われ、東洋のスイスと呼ばれる精密工業都市へと発展し

たのである。 

岡谷・諏訪地方の製糸業発展のインパクトが、わが国の近代化とその後の他産業の分野

に及ぼした影響は図り知れない。 


